
しか る会
てし古及今
奇い風明日
呉思な臼
の出残111r車）］
眼の 築数日
をも物育町
見のは委立
張で 、民凶
らあ矢口会寄
せり るが舘
る 、人使と
。見は 用制
る管し白
人なて町
をつい環

ん送のしが
だ り（て新
と迎 高紋築
こえ 苦手多さ
ろ経科くれ
で多〉のる
あの児泊 ま
る通市町で
。材生 iえ
を~ ！.走近泊
生をf.E小

’・r: 
｜炎
々

と

陸曲風最で誠洋は才L年 るは当条 年明
第棋のも あに風 なを 前さ。軍時実写正小も
:)n移i直発 ら諜を やく後 て J授の走資月学与
の式線迷う壮nxかむの 、 なこ卿版にほ／
妙を j~ し。明りさ頃所明 史とのの脊と＼
が版式た正快入がで謂治 料が揮育英称泊
ふりの唐面なれ伺 、鹿二 と偲宅英小し小
る入建破玄建てわ建鳴十 しばに小学て学
よれ築風！羽築あれ築舘年． てれな学校い按
4て検をに物る るの時代 保今 る ほとたば
にい式取はで 当 。上 代は 存 日もの 改が創

；思るに唯一の せもの踊称立
うと唐 つ町っと風も思 明 ら此で額 し明当
。こ政け 1時たす建相潮治 れの、はて治時
ろ風 、代これ築当の十 て腐 そ、い十は
lこの洋に とばにの流五 L、額の三る五広
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印刷所両越印刷

旧
泊
育
英
小
学
校

此
の
建
築
物
は
、
工
費
五
千
参
百
四
十

一

円
で
明
治
二
十
年
十
ご
月
の
建
築
に
な
る
一

も
の
で
、
昭
和
三
年
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク

↑

リ

1
ト
三
階
建
の
現
県
立
拍
高
校
の
校
舎
一

々
全
日

明
る
い
県
政

正
し
い

一
票

日

県
知
事
選
挙
投票 日

月 2s

た
の
ま
れ
た
一
票
暗
い
県
政

1な
すミ

A併

ic 

9 

* 
こ
う
し
た
し
JH
い
陸
築
物
が
、
心
な
く
ふ

次
第
に
焼
失
或
は
取
り
こ・わ
さ
れ
て
行
く

こ
と
は
械
に
遺
憾
で
あ
る
。
削
臼
町
が
持

つ
明
治
時
代
の
代
表
的
公
共
建
築
物
は
将

一来
の
計
叫
J
h
あ
噌
？
可
が
何
等
か
の
方
法
で

一
保
護
存
躍
を
構
ず
べ
き
で
あ
る
。

イミ

× 

× 

× 

I本料送用嘉綿つ沢がや沢の出 号事当 に持処生相
I嘉をつ下六にた助 こ心寛際 し氏時ち者での日
日六 保て東氏 しが左の懐氏当京のの っ とあ行町
I氏存お 京及 て小エ雷tこ宛時都計監！居し る績泊 品

＼，....，し らのび答沢門簡つにの、ら視をてがに出 田リ

！｜本おれ賞同る氏がはい今親十い人命幕、つ身 皇
1町らる 老吉辺は家小て後五浄に、ぜ府先い勃 去
1三るが院本な既宝沢述のた川よ肝らか生て皇霊主エ
浦 L氏に嘉くにと覧べ自 るに り入れら がは ；意 ム

町こ がて六木米し 氏すこ 己金向曙り る査当町土 ~~加
出とこ的氏町寿ての揺の森つ 夜で身築時民加 且自 再韮
身をのかの出を｛呆子衡進尊たひあとを危の議 ’町 盆l目知……患をむ氏がそつなう険夙議 披 部
下つ軍余話のえ中た寄ペ及氏かたつけ思に二 二
東たな生に細たでるせきびがに金たつ想知顎骨郎
京音史をて川老あ小た道小そ日時がい保る元蕗先

l附挙悼〈ラ な提同が漸方に種の年本小泊に遣さ
す行 会：松ブつ寺町 、〈不寄々 史）氏沢 町 於 ス且 ，；' 
るし を林がたでの吉そ 明進の料殺に氏にて .・-•_J 

こ併煎寺中があ有「本のと し 悶が争 ーは容 綿 中市
とせねに心、る 志氏史なた難長も任こ進工 II
Iにて て於と こ筏らは料りがを野漸されず場 八
決ここてなれ林と 三が本 、誹 県くれをる経宮支
定のの加つを寺凶浦吉年再除の 宋た快よ 包
L史史艇で機にり町本五 びし山期が諾 号）
た料料糠梓会等こ加氏月諸漸村の当 し 勧が
。をのニ会に進れ総の十謹 くに惨時そめこ
ー 若干郎と馬 すを常許数の入疎状（のたれ
般進先協りる先次 に年事手聞を昭処るを
公式生力 よこ 生郎選ぶ情しし呈和置と見
開典のしうとの氏つりで泊あし十を こ聞
にを追近 クに菩外たで待町りそ九吉ろし

郷土写長風物詩
II { 1 さH

みのる穏は稲重く首をたれる、賞金色に、みのった稲は、
農夫の手によって次から次えと刈り取られて行く。

間
の
中
に
、

回
の
く
ろ
に
建
て
ら
れ
た
「
は
さ
」
に
稲
は
か
け

ら
れ
て
仔
く
。
秋
た
け
な
わ
な
越
路
の
風
物
詩
だ
｜
｜
。

3 
9 
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朝
日
町
議
会
は
九
月
八
日
午
後
一
時
か

ら
臨
時
会
を
開
い
て
、
正
、
副
議
長
の
改

選
並
び
に
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
仲
う

朝
日
町
議
会
、
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
、
常
任
委
員
会
及
び
そ
の
梢
成
を

次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

一
町
議
会
正
、
副
議
長
、
一

一
常
任
委
員
等
改
選
一

議

長

清

水

伝

ヰ

ハ

再

〉

副

議

長

柚

木

文

次

（

新

）

伺
総
務
委
員
会

委

員

長

小

坂

満

（

再

）

副
蚕
員
長
山
岡
源
嗣
〈
新
）

委

員

石

井

撰

中

島

菩

代

次

松

原

茂

高

桜

林

松

阿
部
一
順
一
ニ
水
下
旬
吉

小

林

邦

司

水

島

堅

治

＠
産
業
委
員
会

委
員
長
藤
田
仁
之
次
郎
F

新
〉

副
委
員
長
大
村
房
次
（
新
）

委

員

大

野

亀

吉

弓

厨

幸

太

郎

谷
口
栄
蔵
甑
口
松
次
郎

狩

谷

常

作

上

島

栄

作

木
村
源
策
大
橋
米
太
郎

一
間
谷
九
左
エ
門

末
上
作
左
エ
門

＠
女
厚
委
員
会

委
員
長
名
越
茨
古
（
新
）

副
安
員
長
勝
田
忠
陣
（
叫
が
」

委

員

百

石

E
一

能

沢

位

次

長
枠
孝
次
郎
土
井
原
太
飢

追
分
世
作
池
島
約
一
以
郎

枯
・
不
支
み
渡
辺
杉
山

〆
川
、
経
済
委
員
会

委
員
長
引
谷
健
次
ハ
新
）

巨
委
員
長
山
本
主
兆
円
勢
」

委

員

前

水

作

政

治

・14

伝
－r寸

大
耕
設
け
し
統
合
弁
法
治

米
間

や
二

村

口

出

次

右
に
よ
り
従
来
、
総
務
．
文
目
、
組
設
、

山料品料、

am工
水
一
庄
の
芸
訟
は
会
が
、
何
一
心

産
菜
、
文
淳
、
終
消
の
凶
ギ
ハ
勺
μ
均一
に
栴
小

さ
れ
た
c

ひさあ号13 第

基

本

選

挙

人

名

簿

九

月

十

五

日

現

在

て

調

製

①①る名ーいへ八格付御
者簿、。提日者し手基

し以月十のニてト年目flE ＊ に基 出」はて許本
大前二一者十年日十和l；本霊堂本 しま漏あへ選
者に十年ハ才令に二三凶器録選 てでれり選挙
出一十昭以がお旦士民者さ挙 下町なま挙人
生日二和上部Jいー 〉れ人 さ内くす資名

一 会記が格簿
,, E十 ；長入、者に

大五回一九 一 一一九ハ円j をし 次空登
五五七月 通てに告駐

日日日日 日日日日 ；じ「掲蓄す
て九げ丹jる
委月るおtfこ
員三存をめ
会十資配

@ 

戸

日
一
C
日

一
一
白

加
療
中
の
者
の
住
所
は
、
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
、
そ
の
家
族
の
住
所

地
を
も
っ
て
住
所
を
認
め
ら
れ
る
。

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い

者

政

部
活
設
来
脂
興
対
策
協
議
会

台
風
鈴
九
号
襲
来
（
被
皆
甚

大）名
古
屋
宮
杯
岩
よ
り
民
有
林

調
査
に
来
町

選
結
emい
班
委
員
会

・だ

I
3系
口
一
事
，E
－－J
－L
C
3
1

2
・一日
F
r
i
t
h菖．、五
割「↓
苔
ru主

合
会
教
育
委
員
会

①①  ① (]) ＠ 

夏
休
み
も
過
ぎ
て
真
黒
に
陽
焼
け
し
た
顔

を
か
が
や
か
せ
て
二
学
期
を
迎
え
た
朝
日

町
の
小
中
学
校
は
、
年
中
大
行
事
の
一
つ

で
あ
る
運
動
会
の
続
習
に
そ
ろ
／
＼
本
腰

を
入
れ
は
じ
め
、
男
子
の
自
パ
ツ
グ
妾
と

女
子
の
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

γ
妾
が
九
月
中
旬

各
学
校
の
秋
季
運
動
会
近
づ
く

未
だ
残
暑
衰
え
を
見
せ
ぬ
今
日
比
頃
賑
や

か
な
行
進
曲
と
共
に
疾
走
に
、
珍
プ
レ
ー

の
練
習
に
各
校
の
校
躍
を
彩
っ
て
い
る
o

p
も
T
も
心
痛
は
ひ
た
す
ら
そ
の
日
の
天

候
に
の
み
か
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う

尚
泊
小
学
校
に
お
い
て
は
本
年
度
迩
動
会

を
期
し
て
運
動
会
音
頭
を
同
校
間
部
教
諭

が
作
詩
、
同
鈴
見
教
諭
が
作
曲
、
同
菊
地

教
諭
の
振
付
で
目
下
鯨
習
に
大
童
で
あ
る

が
こ
の
音
頭
は
同
校
連
動
会
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
し
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
華
々
し
く
か
ざ

る
で
あ
ろ
う
と
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

台
風
九
号
に
依
る

水
稲
被
害

去
る
八
月
十
七
日
夜
半
よ
り
翌
十
八
日

に一日
一り
当
地
一
帯
に
襲
来
し
た
台
風
第
九

号
は
管
内
操
作
物
に
甚
大
な
る
被
害
を
及

ぼ
し
た
が
朝
日
町
管
内
で
も
水
稲
の
出
穂

開
花
期
に
有
っ
た
中
生
極
は
到
る
所
由
穂

粘
と
な
り
、
又
早
生
種
は
殆
ん
ど
が
倒
伏

す
る
な
ど
其
の
被
告
は
移
し
く
、
台
風
前

の
作
況
予
想
に
比
較
し
約
九
、
七
C
C石

（
合
制
見
載
り
九
、
七

O
O万
円
）
の
減

取
被
山
町
駅
と
推
定
さ
れ
る
。

尚
地
域
的
に
は
泊
、
崎
一
方
面
が
特
に
被

害
甚
大
で
あ
っ
た
。

家
畜
共
進
会
の
開
催

新
民
振
興
の

一
環
と
し
て
例
年
開
催
の

郁
目
地
区
家
者
共
進
会
は
本
年
も
来
る
十

4 
0 

禁
治
産
者

察
こ
以
上
の

刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執

行
を
終
了
ま

で
の
者

い
わ
ゆ
る
選

挙
犯
罪
に
よ

り
禁
こ
以
上

の
刑
に
処
せ

ら
れ
そ
の
執

行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の

職

員

制

修

会

（

第

六

日

）

者

行

政

区

同

特

別

委

員

会

選

挙

に

闘

す

罰

製

期

日

（

町

議

会

合

仲

防

議

会

る

犯

罪

に

よ

L
月

十

五

日

起

低

関

白

川

査

に

富

山

財

務

り

選

挙

権

停

）

に

た

レ

て

部

よ

り

来

初

止

中

の

者

臨
時
町
談
会

引
統
斗
三
ニ
間

1
1
j

昭
和
十
二
千

月
以
来
（
本

JlJリ
技
大

151pυ

］

十

二

月

二

十

年

六

月

寸

六

だ

れ

プ

バ

ノ

第

4
l
d
3
AK
f
合

二

日

以

後

に

日
じ
前
か
ら

一
1
4

一士
U

生
れ
た
者

－

i
－

i
t・

vv－）
に

ー一’？

i
－

一
告
白
…一
①
九
月
十
五
日

住
所
な
有
寸
る
者

一

に
判
日
町
に
住
所
を
有
L
な
レ
者

注
意
住
所
は
民
法
第
二
十
一
条
の
抗
定
小
本
心
叫んl
六
月
十
七
日
以
後
朝
日
町
に
住

に
よ
る
生
出
の
本
拠
を
レ
い
、
一
人
前
を
府
す
る
に
至
っ
た
者

一

ケ

所

に

限

る

。

①

戸

符

法

の

一

一

山

肌

を

受

け

な

い

者

修
学
の
ー
に
め
、
昨
一
、

下
宿
等
に
陪

一
「
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

住
ず
る
学
生
生
従
の
住
町
は
、
帥刊’民

一簿
」
も
九
月
十
五
H
現
羽
で
剥
製
さ
れ
ま

一す
が
、
こ
の
名
簿
に
致
仰
臥
さ
れ
る
老
は
九

の
事
悩
の
な
L
｜凶

〉

一川
円
十
五
日
引
む
に
お
い
て
朝
日
町
に
住
所

前
与
の
一日
山
地
仁
あ
る
も
の
と
一
認
め
を
有
し
、
出
茶
色
事
日
数
が
九
十
日
以
上

ら
れ
る
t

一
の
者
で
す
で
務
当
者
は
別
配
一
日
十
る
刊
紙

病
院
そ
れ
他
除
去
所
施
設
に
入
院

一
で
坤
話
し
て
下
さ
い
。

月
十
八
日
午
前
九
時
よ
り
小
川
中
学
校
に

於
て
聞
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
’

本
年
の
出
品
は
乳
午
、
和
牛
、
馬
、
山

羊
、
緬
羊
、
鶏
で
審
査
を
飼
育
管
理
を

重
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
家
畜
飼

育
農
家
ほ
多
数
出
品
さ
れ
る
様
共
進
会

事
務
局
で
切
望
し
て
居
り
ま
す
。

十
月
一
日
よ
り

改
正
教
育
委
員
会

法
施
行

新
教
育
委
員
会
法
は
六
月
三
十
日
公
布

い
よ
／
＼
十
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
要
旨
を
略
記
す
れ
ば

左
の
通
り
で
あ
る
。

川
別
委
員
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
選

制
を
改
め
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
委
員
長
は
教
育
委
員
会
の
委
員
の

4
ち

か
ら
選
挙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
問
教
育
長
は
市
町
村
の
故
’育
長
に
あ
っ
て

は
都
道
府
県
の
委
員
会
の
承
認
を
得
て

教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
も
の
で
あ
り

委
員
会
の
委
員
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
従
前
教
育
委
員
会
が
但
任
L
て
い
た

事
務
で
市
町
村
長
に
移
行
さ
れ
る
事
務
は

削
教
育
財
産
の
取
得
及
処
分
。
削
教
育
委

員
会
の
問
掌
に
か
1

ふ
る
事
項
に
関
す
る
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
。
削
教
育
委
員
会
の

所
掌
に
係
る
事
項
に
闘
す
る
牧
入
及
び
支

出
J

を
命
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
c

尚
朝
日
町
に
於
て
は
委
員
定
数
を
五
名

と
定
め
た
。
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会
一
昨
二
分
北
陸
一
分

民
林
二
四
号
、
北
防
三

C
サ

北
山
一
三

U
1

十
月
上
旬

大
変
会
作
四
分
北
院
二
分

ユ
キ
サ
リ
ム
￥

小
町V
一一

長
利
一

一一
一分

ナ
シ
プ
コ
ム
ギ

十
一
月
中
旬

小

支

出
J

円
九
九
マ
山
川
山
林
六
八
号

支
の
山
畑
町
に
つ
い
て
は
や
は
均
一
冗
肥
が
’

大
切
で
ふ
る
。
堆
肥
の
的
施
、
北
（
、の
外
特

に
大
変
で
は
石
川
に
の
雌
川
が
大
切
で
あ
る

反
当
時
ソ
二
十
〆
は
必
要
で
あ
る
。

大
変
小一宏秋

一
疏
菜
の
管
理

結
球
白
菜
の
追
肥

甲
寸
ま
き
の
『
弘
明
の
は
九
月
下
旬
、
お
そ
ま
き

の
も
の
は
十
月
上
旬4
ま
で
n
M伎
の
出
肥
を

や
っ
て
し
も
う
。
追
肥
は
箆
中高
肥
料
L
丸
山八

に
制
法
肥
料
も
制
p
h
t
3

結
球
矧
に
多
量
の

追
肥
は
民
・
を
い
た
め
る
か
ら
少
治
あ
て
施

す。

二
年
子
大
梨
、
大
以
し
ろ
な
等
の
種

子
山
き
、
エ
ン
ド
ウ
・の
橋
衝
は
十
月
上
、

中
旬
に
行
号
こ
と。

A
ー
か
ら
準
備
し
て
下

さ
い
、
十
ザ
先
の
ビ
タ
ミ
ン
給
源
と
し
て
一
壱

A
の
健
康
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
』
ざ
い

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
植
付

チ
ユ

1
リ
ク
プ
の
航
付
適
期
ば
十
月
上
旬

で
あ
る
？
輸
出
栽
培
者
は
別
と
し
て
も
花
吉

見
る
た
め
の
鉢
前
も
今
か
ら
準
備
し
て
、

土
は
あ
ま
り
肥
料
分
が
多
く
過
ぎ
る
為
め

失
敗
の
者
が
多
い
か
ら
少
な
目
の
一
肥
料
で

良
い
球
根
に
は
花
が
咲
く
だ
け
の
養
分
が

あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
航
込
ん
だ
ら
室
内
・

よ
り
室
外
に
世
い
た
方
が
反
っ
て
材
班
が

楽
だ
。
雪
の
た
め
鉢
を
割
ら
な
い
注
窓
が

必
要
で
す
。

朝
日
連
青
二
位
に
入
賞

県
下
青
年
大
会
演
劇
の
部

総
指
揮

製
作
脚
本
積
出
装
置
効
果
究
裳
小
道
具

照
明

広
瀬
武
夫

高

桜

進

菊
地
克
h
M

越
沢
希
鷲

近
藤
厳
夫

上
杉
勇
作

大
西
道
子

土
井
洋
子

情

水

勇

キ
ャ
ス
ト

紀

子

大

森

一
子

そ
の
母
諮
問聞
な
つ
子

よユ

;:;. 

l} 

工手

与

~ 

庄古小
造川野

山
本
文
康

大

村

進

鍛

治

医

朝
日
町
校
下
別

少
年
野
球
大
会
開
催
さ
る

十
六
日
、
午
前
九
時
、
小
丸
山
公
開
グ

ラ
シ
ド
に
於
い
て
、
第
三
国
朝
日
町
枝
下

別
少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
チ
1
ム
は
、
境
、
泊
、
五
ケ
庄
、
南

保
、
宮
崎
の
主
チ
1
ム
で
、
午
店
三
時
半

終
了
し
た
。

優
勝
、
境
チ
1
ム

次

勝

泊

チ
1
ム
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朝
日
町
の
人
口
動
態

ふ
さ
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＠
出
生
の
部

泊
竹
内
草
野

同
松
原
田
中
定
住

山
悦

米
上
・府
南
保積
村

犬
家
庄
石
凶
潟

鍛
冶

ひ
①
死
亡
の
部

さ

hu
 

－》
4

藤
沢
松
倉
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知惇i手'ff.ns 
イ二明チチ伎

雅忠、
:ti=之 進彦仁

小
沢

u
光
大
平
し
ゅ
ん

宮
崎水
島

汁
ぽ
H
川竹
内

五
ケ
庄
金
井

小
間
保

向山辺・苛
4

刊
剛
一
ふ
糸町
，

大
家
庄
青
木

藤
田

松
蔵

俊
tt. 

扇
谷

れ
ゑ

沢水 fJrI凶！寺
ffl野必回出

w・ 
..1jL 

し
か

哲弘
幸 江

末
上
支
出
兵

春
美

竹
内
蔦
次
郎

春
美

賞

弘信
Jミ使

i;n 
納

手fj
1T 

野 1.U
怯命中 九小 崎
平 総 11! iU 
ゆ 高 汚
~代 允れ
ゑ尖 ゑ

訂：
till 

み
つ

江
端
与
三
次
郎

:;-$~ 
の 治

小井

千勾
代て

大野 ．←n 
全 家会中 l 恩日
部 ！宅部地 .！＆ 口
落産搭区 地抵
の
秋
祭
り

十
月
十
五
日
1
十
六
日

十
月
十
四
日
i
十
五
日

十
月
一

日

t
二
日

十
月
十
五
日
l
十
六
日

九
月
十
五
日

t
十
七
日

十
月
十
五
日

t
十
七
日

自
転
車
、
荷
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
一
切
は

停
車
し
て
左
側
に
答
っ
て
、
消
防
車
の
通

過
す
る
ま
で
動
か
な
い
こ
と
。
歩
行
者
は

右
側
に
寄
り
そ
っ
て
道
路
の
横
断
な
ど
絶

対
に
し
な
い
こ
と
。
夜
間
に
於
て
は
前
照

陸
を
下
向
き
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
消
防
法
第
三
十
六
条
に

は
っ
き
り
と
規
定
し
て
あ
り
、
此
の
規
定

を
政
な
に
妨
留
し
た
場
合
は
消
防
法
第
四

十
条
に
依
っ
て
倒
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る。

消

防

署

便

り

太
子
祭

宮
崎
地
区

笹
川

十
月
十
五
日

t
十
七
日

八
月
廿
六
日
J
サ
八
日

第
四
回
↑
輸
両
越
陸
上
競
技

大
会
開
催
さ
る

九
月
二
日
午
前
九
時
、
小
丸
山
公
閑
グ

ラ
ン
ド
に
於
い
て
、
朝
日
町
体
育
協
会
、

下
新
川
郡
中
体
連
主
催
の
第
四
国

一
般、

中
学
両
越
陸
上
競
技
大
会
が
、
開
催
さ
れ

た
。
前
日
ま
で
の
雨
で
、
グ
ラ
ン
ド
悪
コ

シ
デ
イ
ジ

ョ
ン
の
も
と
、

若
人
の
、
意
気

と
、
力
が
、
大
会
新
五
つ
を
出
し
賂
会
裡

に
終
了
し
た
。

鵠
合
得
点

一
位

滑
川
高
校
a
A

二
位

魚

津
陸
協

一ニ
位

黒

部

陸
協

盛
田
別

順
位

一
O
O米

－
位
二
位

ニ
O
O米

一
位
二
位

四

O
O米

－
位
二
位

て

五
O
O米
一

位
ご
位

五
、
0
0
0米
一
位
ご
位

八

巾 リ8
レ米
跳 l

走

七
九
点

四
六
点

－
六
点

氏

名

舟
川

友
良

岩
域

守

男

舟
川

友
良

尾
崎

巌

有
沢

瞳
三

尾
崎

巌

新

国

広

司

岡
田

寅

雄

岡

田

実

男

新

田

広

司

位位

滑
川
高
校
A

田

辺

久

夫

強
風
下
の
火
災
は
初
期
消
火
で
喰
い
比一

こ
と
は
勿
論
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

め
な
い
と
い
か
に
多
く
の
消
防
車
が
か
け

一

魚
開
市
の
例
に
見
る
土
蔵
の
焼
け
落
ち

つ
け
て
も
余
密
の
好
条
件
の
地
域
で
な
い

一
た
の
は
、
窓
や
毘
を
閉
め
る
こ
と
を
忘
れ

限
り
は
押
さ

へ
あ
こ
と
は
川
唯

一た
の
が
そ
の
原
悶
で
、
し
っ
か
り
と
閉
ぢ

・、iだ
と
－rプ守
こ
と
はへ
r
陀
の
魚
体

一
て
土
又
は
味
噌
で
白
川
県
り
を
し
土
践
の
中

H
q
市
の
ベ
火
一
お
尖
に
物
請
っ
て

一
に
水
を
入
れ
た
答
慌
を
入
れ
て
お
く
こ
と

付
り
ま
T
。

一を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

回
同

M

m
m心
の
大
火
は
限
後
五
裕
一

次
に
火
災
の
発
見
、
通
械
の
敏
速
は
最

E
b’
け
に
大
芳
な
も
の
で
あ
り
、
税

－も
肝
心
な
こ
と
で、

出
火
宜
分
以
内
の
ポ

ルパ
一い
放
千
冗
引
い
、
川
内
州
側
五

－
ン
プ
一
一
けが、

十
分
後
の
ポ
ン
プ
十
台
に

h
J
十
億
川
と・
γ

一
わ
れ
ま
ナ
。
勝
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。

此
の

twι
火
災
明
・
出
は
気
役
の
状
況
に
為
に
川
家
消
防
水
郎
で
は
現
在
の
常
倒
的

依
っ
て
町
．
H
N
が
た
令
す
る
が
、

防
の
人
は
を
一
－
一
山
に
則
強
し
て
初
期
消
火

以

、

そ
の
時
は
ふ
れ
町
民
は
定
め
ら
れ

－
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
ボ
し

、J
て
あ
る
通
り
の
火
の
山
市
の
制
A

て
い
る
．市
以
も
こ
L
に
あ
る
。

限
に
従
わ
ね
ば
な
り
ま
セ
ん
o

－

そ
こ
で
初
期
消
火
に
つ
い
て
符
さ
ん
へ

風
の
強
い
又
定
試
の
乾
仙
附
し
て
火
災
約
判
て
お
聞
い
し
出
レ
こ
と
は
、

消
防
自
動
車
の

や
強
風
山
な
仰
の
山
た
時
は
、
パ

ケ
ツ
や

二

刻
も
早
く
火
事
現
場
に
到
着
す
る
為
に

そ
の
他
の
符
法
に
全
部
水
を
は
っ
て
お
く

一協
力
し
て
頂
き
度
い
こ
と
で
す
、

自
動
車

山
崎
地
区

一

陪

町

十

月

十

二
日
1
十
三
日

一

棚

山

十

月

十

六

日

一

羽
入

九

月

十

一

日

t
十
二
日

一

其
他
の
部
落
十
月
十

一
日

t
十
ご
日

一南
保
地
区

－

谷

九
月
十
四
日

1
五
日

一

其
他
の
部
落
十
月
十
四
日

t
十
五
日

一
五
ケ
庄
地
区

一

草
野

一

赤
川
桜
町
月
山

泊

地

区
商
店
街

段
家
の
多
い

－地
区

大港宮
平区崎

境

十
月
八
日

t
九
日

八
月
廿
二
日

t
サ
四
日

十
月
二
十
一
日

定

二
位
一
位
二
位
一
位
二
位
一
位
二
位

政一一寿宣
雄郎進郎人洋成

上渡尾渡石大千
田波崎波坂沢代

高

rJt 

砲

ラL

投

盤

投

円女
子一O
O米

一
位
二
位
一
位
二
位

石
黒
利
恵
子

新

村

英

子

中
山

節
子

市
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